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なる alpine meadow におけるメタンフラック
スと CO2フラックスの観測を行った。フラッ
クス測定は、自作の小型透明チャンバー（直


























































































































































ER）および NEP と ER から計算によって求め
た総一次生産（Gross Primary Production, GPP）
の３つのフラックスである。これらのフラッ
クスについて、一つの高山斜面を利用して、



















らかになった。GPP と ER の差し引きで表わ
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